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発議案第２号  

 

放射線から市民の不安解消のための安全基準と対処方法の早期制定を

求める意見書  

 

我孫子市議会会議規則第１４条の規定により、別紙の議案を提出します。  

 

                        平成２３年９月５日  

 

我孫子市議会議長 様  

 

               提出者 我孫子市議会議員  松 島   洋  

               

賛成者 我孫子市議会議員  毛 塚 和 子  

 

                    同       椎 名 幸 雄  

 

                    同       宮 本 慈 子  

 

                   同       久 野 晋 作  

 

                    同       岩 井   康  

 

                    同       印 南   宏  

 

                   同       茅 野   理  
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放射線から市民の不安解消のための安全基準と対処方法の早期  

制定を求める意見書  

 

本年３月１１日に発生した東日本大震災は、巨大津波を引き起こし、我が国

に甚大な被害をもたらし、多くの尊い命と財産を奪った。特に、東京電力福島

第一原子力発電所からの放射能漏れ事故は、６か月を経た今日においても未だ

予断を許さない状況が続いている。 

本市は、マスコミやインターネット等において千葉県内でも放射線量率の測  

定値が高いことからホットスポットと報じられるなど、市民は大変な不安を抱

え、対応を求める声は日増しに大きくなってきている。 

このような中、依然として国からは、放射能関連の統一した基準が示されて

いない状況にある。  

このようなことから、市民が安心して生活ができるよう、国に対し次の措置  

を早急に講ずるよう強く求めるものである。  

 

１．市民が安心・安全な生活を営む上で必要な放射線に関する安全基準を明確  

にし、具体的な対応策を早急に示し、公表すること。  

（１）土壌（公園、校庭及び園庭等）の明確な安全基準と処理方針・処理方法  

（２）学校等における生活上の明確な安全基準とその対処方法  

（３）下水道汚泥の安全基準と処理方針・処理方法  

（４）放射線量率測定方法の統一したマニュアルの作成  

（５）農畜水産物の恒久的な安全基準の制定と流通体制の確保  

２ 放射線・放射性物質に対する監視体制の拡充・強化を図ること。  

３．千葉県、特に東葛地域の空間線量が高い傾向にある原因究明及び調査とモ

ニタリングポストの増設を行うこと。  

４．放射線問題に関する情報提供は、各省庁にとらわれず一元化して行うこと。 

５．放射線に関する風評被害を防止するため、健康への影響に関する正しい知  

識について、国による積極的な啓発活動を行うこと。  

６．これらに要するすべての費用については、国及び東京電力株式会社が全額

負担すること。  
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以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。  

 

内 閣 総 理 大 臣  

文 部 科 学 大 臣  

農 林 水 産 大 臣  

経 済 産 業 大 臣  

環 境 大 臣 宛  

 

千葉県我孫子市議会  
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発議案第３号  

 

放射性物質から市民の安全と安心を守る決議 

 

我孫子市議会会議規則第１４条の規定により、別紙の決議案を提出します。 

 

                        平成２３年９月５日  

 

我孫子市議会議長 様  

 

               提出者 我孫子市議会議員  松 島   洋  

               

賛成者 我孫子市議会議員  毛 塚 和 子  

 

                    同       椎 名 幸 雄  

 

                    同       宮 本 慈 子  

 

                   同       久 野 晋 作  

 

                    同       岩 井   康  

 

                    同       印 南   宏  

 

                   同       茅 野   理  
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       放射性物質から市民の安全と安心を守る決議 

 

 本年３月１１日に発生した東日本大震災は、巨大津波を引き起こし、我が国

に甚大な被害をもたらし、多くの尊い命と財産を奪った。特に、東京電力福島

第一原子力発電所からの放射能漏れ事故は、６か月を経た今日においても未だ

予断を許さない状況が続いている。 

本市は、マスコミやインターネット等において千葉県内でも放射線量率の測  

定値が高いことからホットスポットと報じられるなど、市民は大変な不安を抱

え、対応を求める声は日増しに大きくなってきている。 

 市は、これまで、校庭や園庭、公園などの放射線量調査を行うとともに、そ

の低減策を実施してきたが十分な対策とは言えない。 

よって、市は、放射性物質から市民の生命と健康を守り、放射性物質に関す

る市民の不安と不信を最小限に抑えていくために、実行可能なあらゆる対策を

徹底的に実施するとともに、十分な情報提供を行うよう強く求める。 

 以上、決議する。 

   

   

                        千葉県我孫子市議会 
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発議案第４号  

 

放射性物質から市民の安全と安心を守る決議 

 

我孫子市議会会議規則第１４条の規定により、別紙の決議案を提出します。 

 

                        平成２３年９月５日  

 

我孫子市議会議長 様  

 

               提出者 我孫子市議会議員  松 島   洋  

               

賛成者 我孫子市議会議員  毛 塚 和 子  

 

                    同       椎 名 幸 雄  

 

                    同       宮 本 慈 子  

 

                   同       久 野 晋 作  

 

                    同       岩 井   康  

 

                    同       印 南   宏  

 

                   同       茅 野   理  
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       放射性物質から市民の安全と安心を守る決議 

 

 本年３月１１日に発生した東日本大震災は、巨大津波を引き起こし、我が国

に甚大な被害をもたらし、多くの尊い命と財産を奪った。特に、東京電力福島

第一原子力発電所からの放射能漏れ事故は、６か月を経た今日においても未だ

予断を許さない状況が続いている。 

我孫子市においては、マスコミやインターネット等において千葉県内でも放  

射線量率の測定値が高いことからホットスポットと報じられるなど、市民は大

変な不安を抱え、対応を求める声は日増しに大きくなってきている。 

 よって、東京電力株式会社は、放射性物質から市民の生命と健康を守り、放

射性物質に関する市民の不安と不信を最小限に抑えていくため、次の事項につ

いて適切に対応されることを強く求める。 

 

１．福島第一原子力発電所の爆発事故の早期収束を図ること。 

２．放射線・放射性物質に対する監視体制の拡充及び情報提供の充実を図るこ 

と。 

３．放射線対策のために行った費用は、東京電力株式会社が負担すること。 

 以上、決議する。 

 

                        千葉県我孫子市議会 

                      

 

 

 

 

 


